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マニュアルの内容に誤り、追記事項があります。下記、正誤対象表をご確認ください。

■ 追補マニュアル

ページ 見出し 誤 正

12 2-1. QNDサーバ 右の記述を追記 →
QNDサーバをインストールするPCに
は、.NET Framework2.0以上が必要
です。

13 2-2. コンソール 右の記述を追記 →
Viperコンソールをインストールす
るPCには、.NET Framework2.0以上
が必要です。

31
4-1. バージョンアップ
について

右の記述を追記 →

なお、QNDサーバをバージョンアッ
プするPC、およびコンソールを
バージョンアップしてViperコン
ソールを新規インストールするPC
には、.NET Framework2.0以上がイ
ンストールされている必要があり
ます。

61

5-4. Windows ファイア
ウォール設定変更プログ
ラム

表内「項番」の②

引数“/VP:xxx” の追加

“/VP:xxx” は、Viperノードサー
バが使用するポートをカスタマ
イズしている場合に使用する。
“xxx” の部分に入力したポート
番号が、Viper用として例外登録
される

→

引数を指定しないで実行した場合、
または“/APP”、“/QND”、“QNDAPP”
の引数追加で実行した場合、

“（Viperノードサーバのインストー
ルディレクトリ）\Viper\Viper
NodeServer\ViperNodeServer.exe”
が例外アプリケーションとして登
録される。ただし、実行するPCに
Viperノードサーバがインストール
されている必要がある

62

5-4. Windows ファイア
ウォール設定変更プログ
ラム

MEMO「Viperノードサー
バについて」

右の記述を追記 →

Windows ファイアウォール設定変
更プログラムを利用して設定する
場合は、必ずViperノードサーバを
インストールしたあとでプログラ
ムを実行してください。インス
トールしていない場合は、例外登
録されません。

62

5-4. Windows ファイア
ウォール設定変更プログ
ラム

表内「引数」/QNDの実行
結果

･Viperノードサーバ用ポート
（TCP:27800）、snmp（UDP 161）
の例外登録

→
･Viperノードサーバ（ViperNode
Server.exe）、snmp（UDP 161）の
例外登録

62

5-4. Windows ファイア
ウォール設定変更プログ
ラム

表内「引数」/QNDAPPの
実行結果

･Viperノードサーバ用ポート
（TCP:27800）、snmp（UDP 161）
の例外登録

→
･Viperノードサーバ（ViperNode
Server.exe）、snmp（UDP 161）の
例外登録

62

5-4. Windows ファイア
ウォール設定変更プログ
ラム

表内「引数」/VP:xxx

/VP:xxx → ＜削除＞

64

5-4. Windows ファイア
ウォール設定変更プログ
ラム

表下説明

*1 “/APP” 、“/QND”、“/QNDAPP”、
“/VP:xxx” 、“/RCTCP:xxx”、
“/RCUDP:xxx”のいずれかと
併用する必要があります。

→

*1 “/APP” 、“/QND”、“/QNDAPP”、
“/RCTCP:xxx”、“/RCUDP:xxx”
のいずれかと併用する必要が
あります。

126

未知のホスト

表内「通信状態」の表示
内容

開放： → 解放：



■ Windows フ ァ イアウォール設定変更プログラム －利用マニュアル－

127

全てのホスト

表内「通信状態」の表示
内容

開放： → 解放：

ページ 見出し 誤 正

2 1. はじめに

Windows XP SP2、Windows XP 
SP3、Windows Vista、Windows 
Server 2003、Windows Server 
2008では、Windows ファイア
ウォールが自動的に設定され、
特定のポートを利用しているア
プリケーションの通信がブロッ
クされます。

→

Windows XP SP2、Windows XP SP3、
Windows Vista、Windows Server 
2008では、Windows ファイア
ウォールが自動的に設定され、特
定のポートを利用しているアプリ
ケーションの通信がブロックされ
ます。

9 3-1 引数 右の記述を追記 →

QAW/QNDにおいて引数を指定しない
で実行した場合、または“/APP”、
“/QND”、“QNDAPP”の引数追加で実
行した場合にViperノードサーバ
（ViperNodeServer.exe）が例外登録
されるには、実行するPCにViper
ノードサーバがインストールされ
ている必要があります。

10

3-1 引数

表内「引数」/QNDの実行
結果

8Viperノードサーバ用ポート
（TCP:27800）、snmp（UDP 161）
の例外登録

→
8Viperノードサーバ（ViperNode
Server.exe）、snmp（UDP 161）
の例外登録

10

3-1 引数

表内「引数」/QNDAPPの
実行結果

8Viperノードサーバ用ポート
（TCP:27800）、snmp（UDP 161）
の例外登録

→
8Viperノードサーバ（ViperNode
Server.exe）、snmp（UDP 161）
の例外登録

10
3-1 引数

表内「引数」/VP:xxx
/VP:xxx → ＜削除＞

11
3-1 引数

表下説明

*1 “/APP” 、“/QND”、“/QNDAPP”、
“/VP:xxx” 、“/RCTCP:xxx”、
“/RCUDP:xxx”のいずれかと
併用する必要があります。

→

*1 “/APP” 、“/QND”、“/QNDAPP”、
“/RCTCP:xxx”、“/RCUDP:xxx”
のいずれかと併用する必要が
あります。

ページ 見出し 誤 正
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